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それぞれの分野において、永年にわたり地域社会の発展と市民福祉
の増進に献身的な活動を続けられ、本市の発展に貢献されたかたを
表彰しました。

社会福祉

●主な功績
市民生委員児童委員
（平成７年12月～
現在）

横
よこ

山
やま

紀
き

美
み

子
こ

さん（本町二丁目）

社会福祉

●主な功績
市民生委員児童委員
（平成７年12月～
現在）

齋
さい

藤
とう

シヅ子
こ

さん（富士原町）

社会福祉

●主な功績
市母子保健推進員
（平成８年４月～
現在）

中
なか

村
むら

勝
かつ

世
よ

さん（西本町）

体育振興

●主な功績
県ボート協会副会長
（平成20年４月～
現在）

坂
さか

村
むら

孝
たかし

さん（花山町）

産業振興

●主な功績
館林地区職業訓練
運営会会計
（昭和46年４月～
現在）

金
かね

子
こ

堅
けん

太
た

郎
ろう

さん（足次町）

体育振興

●主な功績
館林スキークラブ
会長
（平成18年３月～
現在）

德
とく

永
なが

貞
さだ

昭
あき

さん（成島町）

産業振興

●主な功績
館林機械金属工業
協同組合理事
（平成18年５月～
現在）

石
いし

塚
づか

裕
ひろ

之
ゆき

さん（本町一丁目）

体育振興

●主な功績
市ウエイトトレー
ニング協会顧問
（平成25年４月～
現在）

川
かわ

上
かみ

晃
てる

彦
ひこ

さん（瀬戸谷町）

社会教育

●主な功績
市青少年センター
補導員
（平成５年４月～
現在）

中
なか

村
むら

保
たも

津
つ

さん（堀工町）

叙勲・褒章

市
功
労
者
表
彰
式

平
成
28
年
度

瑞
宝
小
綬
章

教
育
功
労

藍
綬
褒
章

更
生
保
護
功
績

旭
日
双
光
章

地
方
自
治
功
労

長
年
に
わ
た
り
活
躍
さ
れ
た
か

た
に
贈
ら
れ
る
叙
勲
・
褒
章
が

発
表
さ
れ
、
次
の
か
た
が
受
章

さ
れ
ま
し
た
。

尾
お

形
がた

哲
てつ

男
お

さん
大手町

曽
そ

根
ね

英
ひで

子
こ

さん
高根町

福
ふく

田
だ

榮
えい

次
じ

さん
日向町
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体育振興

●主な功績
市バレーボール協
会長
（平成27年４月～
現在）

前
まえ

原
はら

葉
よう

一
いち

さん（木戸町）

永年公職

●主な功績
市環境保健委員
（平成10年４月～
現在）

吉
よし

野
の

晴
せい

咲
さく

さん（成島町）

永年公職

●主な功績
学校内科医
（平成10年４月～
現在）

星
ほし

野
の

弘
ひろし

さん（瀬戸谷町）

永年公職

●主な功績
学校内科医
（平成10年４月～
現在）

吉
よし

田
だ

京
きょう

介
すけ

さん（尾曳町）

表
彰

文
部
科
学
大
臣
表
彰
（
地
方
教

育
行
政
功
労
者
）

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
功
労
者
）

館
林
市
お
も
ち
ゃ
の
図
書
館
ぴ

っ
こ
ろ

感
謝
状

退
任
感
謝
状
（
前
市
教
育
委
員

会
教
育
委
員
）

島し
ま

田だ

え
り
子こ

（
大
島
町
）

市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
委
員

江え

森も
り

富と
み

夫お

（
上
三
林
町
）、北き

た

島じ
ま

佳け
い

子こ

（
邑
楽
郡
明
和
町
）

市
都
市
計
画
審
議
会
委
員

川か
わ

島し
ま

康や
す

宏ひ
ろ

（
岡
野
町
）、丸ま

る

山や
ま

幸ゆ
き

男お

（
西
高
根
町
）、伊い

藤と
う

一か
ず

實み

（
松

原
一
丁
目
）、柴し

ば

﨑ざ
き

訓の
り

江え

（
本
町

四
丁
目
）、中な

か

村む
ら

喬た
か
し（

富
士
見
町
）

　
　
　
　
　
　（
一
部
敬
称
略
）

　本
もと

文
ふみ

夫
お

さん
上赤生田町

表彰状・感謝状

𣘺
はし



家
庭
で
す
ぐ
に
実
践
で
き
る

３
Ｒ
活
動
っ
て
ど
ん
な
も
の
？

ご
み
減
量
に
は

３
Ｒ（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）活
動

 

「
ご
み
」
っ
て

も
と
も
と
何
だ
っ
た
？

館
林
の
ご
み
処
理
量
は

少
し
ず
つ
減
少
す
る
も
の
の
…
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広
報
館
林
６
月
１
日
号
で
は
、
館

林
市
の
ご
み
の
現
状
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
し
た
。
平
成
26
年
度
の
デ
ー
タ

で
す
が
、
ご
み
の
排
出
量
が
、
群
馬

県
全
体
と
し
て
は
全
国
ワ
ー
ス
ト
２

位
。
本
市
は
、
そ
の
県
内
に
お
い
て

35
市
町
村
の
う
ち
で
20
位
と
い
う
結

果
で
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
は
、
こ

の
順
位
を
知
っ
て
ど
う
思
わ
れ
た
で

し
ょ
う
か
。
自
分
で
は
や
っ
て
い
る

つ
も
り
で
も
、
実
績
と
し
て
は
県
平

均
こ
そ
上
回
る
も
の
の
、
全
国
平
均

に
は
満
た
な
い
状
況
が
現
実
で
す
。

ま
だ
減
量
化
で
き
る
こ
と
っ
て
、
何

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

と
こ
ろ
で
、「
ご
み
」
っ
て
い
っ
た

い
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

 

「
ご
み
」
は
、
ご
み
と
し
て
生
ま

れ
て
き
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

食
べ
物
で
あ
っ
た
り
、
使
う
物
や
入

れ
物
で
あ
っ
た
り
、
元
は
商
品
や
製

品
だ
っ
た
も
の
で
す
。
そ
れ
ら
は
全

て
、
石
油
や
木
材
、
鉄
、
水
な
ど
、

地
球
の
貴
重
な
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
使
っ
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
不
要
に
な
れ
ば
捨
て
る
こ
と
に

な
り
、
商
品
や
製
品
だ
っ
た
も
の
が

 

「
ご
み
」
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

一
方
、
地
球
上
の
資
源
に
は
限
り

が
あ
り
ま
す
。「
不
要
に
な
っ
た
ら
捨

て
る
」
の
で
は
、
い
ず
れ
資
源
は
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
製
造
や
移

動
の
過
程
で
、
た
く
さ
ん
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
消
費
し
、
二
酸
化
炭
素
を
発

生
さ
せ
た
「
も
の
」
を
「
ご
み
」
と

し
て
処
理
す
る
と
、
更
に
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
使
い
、
空
気
中
の
二
酸
化
炭
素

を
増
や
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

貴
重
な
資
源
を
枯
渇
さ
せ
ず
、

地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

資
源
を
た
い
せ
つ
に
す
る
生
活

ス
タ
イ
ル
を
身
に
つ
け
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

　

 

「
３
Ｒ
」
と
は
、
資
源
採
取

を
で
き
る
だ
け
抑
え
、
そ
れ
を

無
駄
な
く
使
い
、
廃
棄
さ
れ
る

も
の
を
最
小
限
に
抑
え
る｢

循
環
型

社
会｣

を
形
成
す
る
た
め
の
取
り
組

み
の
こ
と
で
す
。
な
お
、「
３
Ｒ
」
は
、

取
り
組
み
そ
れ
ぞ
れ
の
頭
文
字
を
と

っ
た
も
の
で
、
次
の
よ
う
な
優
先
順

位
を
意
識
す
る
こ
と
が
ご
み
減
量
に

と
っ
て
は
重
要
で
す
。 

①
リ
デ
ュ
ー
ス
（Reduce

）

　

＝
ご
み
を
出
さ
な
い

②
リ
ユ
ー
ス
（Reuse

）

　

＝
再
使
用
す
る

③
リ
サ
イ
ク
ル
（Recycle

）

　

＝
再
利
用
す
る

　

こ
れ
ら
は
、
私
た
ち
の
生
活
の
中

で
、
ど
う
い
っ
た
行
動
に
当
て
は
ま

る
の
で
し
ょ
う
か
。

◇
リ
デ
ュ
ー
ス
（
ご
み
を
出
さ
な
い

　

よ
う
に
す
る
）

・
買
い
物
の
と
き
は
、
マ
イ
バ
ッ
グ

　

や
マ
イ
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
持
っ
て
い

　

き
、
レ
ジ
袋
は
も
ら
わ
な
い

・
食
料
品
な
ど
は
、
必
要
な
も
の
を

　

必
要
な
量
だ
け
買
う

・
パ
ッ
ク
や
ト
レ
イ
入
り
で
な
い
商

　

品
の
購
入
や
量
り
売
り
を
利
用
す
る

・
調
理
の
際
に
、
生
ご
み
を
で
き
る

　

だ
け
少
な
く
す
る

◇
リ
ユ
ー
ス
（
繰
り
返
し
使
う
）

・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
リ
サ
イ
ク

　

ル
シ
ョ
ッ
プ
を
利
用
す
る

・
一
度
買
っ
た
も
の
は
た
い
せ
つ
に

　

使
い
、
修
理
し
な
が
ら
で
き
る
だ

　

け
長
く
使
う

・
詰
替
式
の
商
品
を
購
入
し
、
使
い

　

捨
て
商
品
の
使
用
を
控
え
る

□もっと食べられるのに…
　野菜や果物の皮や芯などを必要
以上に切って捨てていませんか？
　調理方法の工夫ひとつで、野菜
の皮や芯もおいしく食べられます。

□食べ残しはもったいない！
　たくさんの料理を買ったり作っ
たりしても、食べきれずに残して
しまったら、生ごみになってしま
います。
　食べきれる分だけの調理・購入
を心がけましょう。

□手つかず食材はありませんか？
　久しぶりに冷蔵庫を掃除すると、
奥から賞味期限切れの食材が見つ
かることがありませんか？
　せっかく買っても食べずに捨て
ることになってしまいますので、
必要なものをメモして買い物に行
きましょう。

□食べられないものだけ捨てる！
　魚や肉の骨、貝殻など、ほんと
うに食べられないものを生ごみと
して出しましょう。

　生ごみには、まだ食べられる部分や食べ残しが多く含まれ、とてももったいないです。

　市民の皆さんのごみ減量に対する意識
は確実に上がっています。しかし、ごみ
はまだ減らせると思います。減量には、
生ごみの水切りや分別による資源化など、
もう一手間がたいせつです。出されるご
みの中には、まだまだ資源もあります。
分別を徹底し、資源化できたら、一人１
日当たりのごみの排出量（※１）も、全
国平均に近づけるでしょう。市としても、
早く１㎏を切りたいですね。

子ども向けのリサイクル教室などで
リサイクルの楽しみ方を発信

もっとごみを

　減らすには…

生ごみ処理機器の助成制度
　市では、家庭における生ごみの
減量化と資源としての有効活用を
促進するため、生ごみ処理機器の
購入に対して助成を行っています。
◇補助対象
▪生ごみ処理機
▪生ごみ処理槽（コンポスト）・
　生ごみ処理容器（ＥＭぼかし容器）
※補助条件がありますので、事前
　にご確認ください

館林市廃棄物減量等
推進審議会

北
き た

爪
づ め

元
も と

之
ゆ き

さん
 （大手町）

会長

ごみを減らすため
もう一手間を

これまでも「ごみ」を減らすために、さ
まざまな取り組みを行ってきました。し
かし、なかなか減らない「ごみ」。どうし
たら「ごみ」を減らしていくことができ
るのでしょうか。今回は、「ごみ」につい
て考え、身近にできる「ごみ」の減らし
方を見ていくことにします。
■問合せ　資源対策課（清掃センター内
　℡ 72-4576）

11月17日に行われた第三中学校１年生による総
合的な学習。生徒たちは生ごみ（自分たちの給
食残飯）の水切りを体験し、減量効果を調査
※調査結果は６ページ下段の「生ごみ減量のコ
　ツ　その２」をご覧ください

※１…平成26年度における館林市の一人１日当たりの
　　　ごみの排出量は、1,032g（全国平均は 947ｇ）

詳しくは、資源対策課
 （清掃センター内）に
お問い合わせください

広報館林５



市
の
ご
み
処
理
費
用
は

１
年
間
に
約
10
億
円
も
！

燃
や
せ
る
ご
み
の
組
成
を

調
べ
て
分
か
る
こ
と

着
実
に
取
り
組
ん
で
き
た

ご
み
の
減
量
化
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○ごみの収集
 【年末】
▪燃やせるごみ　12月30日㈮まで
▪燃やせないごみ・資源物・プラス
　チック　12月28日㈬まで
 【年始】 平成29年１月４日㈬から
○清掃センターへの直接搬入
 【年末】 12月30日㈮　午後３時まで
※12月24日㈯は午前８時30分～11時
　30分。また、12月23日㈷・25日㈰
　は受け入れを行いません
 【年始】 平成29年１月４日㈬から
 〔注意点〕
・新施設の工事に伴って、資源置場
　や粗大ごみ処理施設が変更になっ

い
て
は
、
地
域
や
団
体
な
ど
で
行
う

集
団
回
収
が
有
効
で
す
。
市
が
業
務

と
し
て
収
集
す
る
費
用
に
比
べ
、
経

費
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で

な
く
、
地
域
や
団
体
に
と
っ
て
も
さ

ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
ま
す
。

ご
家
庭
に 

「
ま
だ
着
ら
れ
る
け
ど
不

要
」
と
な
っ
た
衣
類
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
必
要
な
人
に
使
っ
て
も
ら
う
た

め
に
も
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
リ

サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
を
活
用
し
ま
し

ょ
う
。
燃
や
せ
る
ご
み
の
減
量
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
資
源
の
有
効
活
用

に
も
役
立
つ
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

本
市
で
も
リ
サ
イ
ク
ル

へ
の
取
り
組
み
は
、
だ
い

ぶ
進
ん
で
き
ま
し
た
が
、

よ
り
た
い
せ
つ
な
の
は
、

今
使
っ
て
い
る
も
の
を
で

き
る
だ
け
長
持
ち
さ
せ
た

り
、
修
理
し
た
り
し
て
使

う
、
あ
る
い
は
必
要
な
人

に
使
っ
て
も
ら
う
こ
と
に

よ
り
、
で
き
る
だ
け
ご
み
に
し
な
い
、

ご
み
を
出
さ
な
い
工
夫
で
す
。
今
日

か
ら
「
も
の
」
に
対
す
る
考
え
方
を

変
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

市
に
お
け
る
ご
み
の
処
理
や
リ
サ

イ
ク
ル
に
は
、
税
金
が
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
予

算
は
、
福
祉
や
教
育
の
他
、
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
必
要
で
す
。
自
分
で
で

き
る
こ
と
を
自
分
で
す
る
こ
と
は
、

私
た
ち
の
財
産
を
守
る
こ
と
に
も
な

り
ま
す
。
資
源
を
た
い
せ
つ
に
、
で

き
る
だ
け
ご
み
を
出
さ
な
い
よ
う
に
、

み
ん
な
で
ご
み
の
減
量
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

ご
み
の
減
量
に
不
可
欠
な
の
は
、

何
よ
り
も
「
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
の
行
動
」
で
す
。
市
で
は
、
こ

れ
か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

 

〝
ご
み
の
減
量
〟
と
い
う
大
き
な
課

題
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　ています。そのため、例年より混
　雑が予想されます。係員の指示に
　従って、ごみを搬入してください
・１月下旬から新しい施設への移行
　準備が始まります。ごみ搬入経路
　に変更がある場合には、そのつど
　場内でご案内しますので、係員の
　指示に従ってください
 〔混雑を避けるために〕
・ごみステーションに出せるごみは、
　ごみステーションを利用してくだ
　さい
・紙などのリサイクル可能な資源は、
　民間事業者に持ち込むことをお勧
　めします

　

平
成
27
年
度
の
実
績
か
ら
清
掃
セ

ン
タ
ー
で
処
理
さ
れ
る
ご
み
に
つ
い

て
詳
し
く
見
て
み
る
と
、
燃
や
せ
る

ご
み
の
成
分
は
、
水
分
比
率
が
47
・

８
％
、
構
成
と
し
て
は
、
紙
類
、
布

類
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
な
ど
、
資
源

物
が
56
・
５
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
燃
や
せ
る
ご
み
の
成
分

の
半
分
近
く
を
占
め
る
水
分
を
減
ら

す
こ
と
、
ま
た
、
資
源
物
で
あ
る
紙
・

布
類
及
び
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
更
な

る
分
別
が
ご
み
減
量
の
カ
ギ
と
な
る

の
で
す
。
生
ご
み
を
減
ら
す
コ
ツ
を
、

５
・
６
ペ
ー
ジ
下
段
で
紹
介
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
考
に
し
、
取
り

組
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
燃
や
せ
る
ご
み
の
中
で
高

い
比
率
を
占
め
る
紙
類
・
布
類
に
つ

・
一
時
的
に
必
要
な
も
の
に
つ
い
て

　

は
、
リ
ー
ス
、
レ
ン
タ
ル
方
式
な

　

ど
を
利
用
す
る

◇
リ
サ
イ
ク
ル
（
使
っ
た
も
の
を
資

　

源
と
し
て
再
利
用
す
る
）

・
地
域
で
実
施
す
る
集
団
回
収
に
協

　

力
す
る

・
ご
み
の
分
別
を
徹
底
す
る

・
再
生
品
や
リ
サ
イ
ク
ル
し
や
す
い

　

商
品
を
買
う

・
空
き
缶
、
空
き
瓶
、
牛
乳
パ
ッ
ク

　

な
ど
は
、
資
源
回
収
や
店
頭
回
収

　

に
出
す

　

市
で
は
、
平
成
５
年
10
月
に
ご
み

の
「
７
分
別
回
収
」
を
ス
タ
ー
ト
。

同
７
年
２
月
に
は
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

回
収
」、同
９
年
４
月
に
は
「
牛
乳
パ

ッ
ク
回
収
」、同
16
年
10
月

か
ら
は
「
雑
紙
回
収
」、更

に
同
19
年
12
月
に
は
「
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
類
」
と
「
蛍

光
管
」
な
ど
を
加
え
、
細

か
な
分
別
回
収
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

現
在
は
ご
み
を
４
種
類

（
可
燃
・
不
燃
・
資
源
物
・

粗
大
ご
み
）
に
分
け
、
そ

の
内
資
源
物
を
15
分
別
す

る
な
ど
、
積
極
的
に
ご
み

の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
ど
う
し
た
ら

更
に
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る

の
で
し
ょ
う
か
。

来春の稼働に向けて着々と工事
が進む新清掃センター（左側）

　生ごみが台所にあると、夏などは虫が
出てしまうので、生ごみ処理機を使うよ
うになりました。生ごみ自体が台所にあ
ることが少なくなったので、虫は出ない
し、ステーションに出す生ごみが減りま
したね。また、処理機によってほとんど
が庭木の肥料になるので庭で活用してい
ます。処理機をうまく使うためにも、自
然と生ごみの水切りもしていますし、ご
みの分別意識も高くなったと思います。

　大島リバーサイド区では、もう15年以
上も前から資源回収を行っています。地
区で実施するため、雑誌や段ボールは種
類ごとに束ね、空き缶や瓶はきれいにし
てから出してもらっています。リサイク
ルの意識は高くなっていると感じますね。
売却金や助成金は地域活動の貴重な資金
源ですし、環境意識を高めるだけでなく、
地域のコミュニケーションも深めるきっ
かけになるいい活動だと思います。

大島リバーサイド区

小
お

倉
ぐ ら

 旭
あきら

さん
 （大島町）

区長

すぐにサイズが合わなくなっ
てしまう子供服のリサイクル
を推進をするため、下町夜市
に参加しています

もっとごみを

　減らすには…

清掃センターからのお願い

　減量の工夫をしても、生ごみはどうしても出てしまいます。
　また、生ごみの多くは水分であることもご存じのとおりですよね。

・清掃センターにごみを搬入する際
　には、可燃ごみをすぐ降ろせるよ
　うにしてください（布団や木製の
　机など、可燃性の粗大ごみは、最
　初に焼却施設で降ろします）
・混雑の少ない正午から午後１時の
　間にごみの搬入をお願いします
※新施設への移行に伴い、今後は混
　雑が予想されますので、清掃セン
　ターへのごみの搬入は12月中旬ま
　での早い時期にお願いします

①水に濡らさない
・野菜などは水で洗う前に皮むき
　をする（こうすることで、捨て
　る部分が水分を吸わないんです）

②乾かす
・野菜くずや果物の皮などは、食
　品トレイなどの上で乾かしてか
　ら捨てましょう
※三角コーナーには入れず、新聞
　紙で挟んでおくと効果的です！

二
に

階
か い

堂
ど う

惠
え

美
み

子
こ

さん
 （堀工町）

地区で集団回収を
行ってます

生ごみ処理機を
活用しています

生ごみを捨てるときの水切りテクニック
　市では職員が地域に出向き、ご
みの現状や、減量・分別・リサイ
クルなどを紹介する出前講座を行
っています。
対象　おおむね５人以上
費用　無料
申込み・問合せ　資源対策課（清
掃センター内）へ

出前講座をご利用ください

年末年始は、新施設の工事に伴い、搬入時の混雑が予想されます

 

　生ごみは腐りやすく、悪臭を放つので困っているかたも多い

と思います。主な原因は、生ごみに含まれる水分です。水分を

しっかり切ることで、生ごみの悪臭や腐敗防止に役立ちます。

小さな子どもたちにも分別を実践
してもらおうと、資源対策課では
子ども向けの出前講座も実施

■４ページの調査結果（第三中学校１年生33人が２人一組で実施）
・残飯の水切り効果　31.9％減量（平均値）

③手で絞る
・捨てるときに三角コーナーや排
　水口にセットしたネットごと両
　手でギュッと絞る

　初歩的な方法に思われますが、
効果は抜群です。これだけで生ご
みの重さがグンと軽くなります。
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赤
生
田
地
区
（
赤
生
田
・
上
赤
生
田
・

羽
附
町
）
に
お
け
る
都
市
計
画
の
変
更

案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
次
の
と

お
り
縦
覧
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
意
見

の
あ
る
か
た
は
意
見
書
を
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

と
き　

12
月
７
日
㈬
～
21
日
㈬　

午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

対
象
と
な
る
都
市
計
画
変
更
案　

館
林

都
市
計
画
下
水
道
の
変
更

縦
覧
会
場
・
問
合
せ　

下
水
道
課
工
務

係
（
内
線
４
１
３
）

意
見
書
提
出
先　

12
月
21
日
㈬
（
必
着
）

ま
で
に
、
縦
覧
会
場
に
備
え
付
け
の
様

式
、
又
は
必
要
事
項
（
氏
名
、
住
所
、

利
害
関
係
、
意
見
要

旨
）
を
記
入
し
た
も

の
を
直
接
、
又
は
郵

送
で
同
課
（
〒
３
７

４-

８
５
０
１　

市

役
所
内
）
へ

都
市
計
画
変
更
案
の
縦
覧
を
実
施
し
ま
す

都
市
計
画
の
変
更
を
予
定
し
て
い
ま
す

お知らせ

お知らせお知らせ

お知らせ イベント

　

本
市
と
板
倉
町
の
合
併
に
関
す
る
協

議
を
行
う
た
め
、
第
４
回
合
併
協
議
会

を
開
催
し
ま
す
。
傍
聴
を
希
望
す
る
か

た
は
、
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
会
議
資
料
は
事
前
に
合
併
協
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

と
き
　

12
月
21
日
㈬　

午
前
10
時
～

と
こ
ろ　

板
倉
町
中
央
公
民
館
３
階
大

ホ
ー
ル
（
邑
楽
郡
板
倉
町
）

問
合
せ　

館
林
市
・
板
倉
町
合
併
協
議

会
事
務
局
（
内
線
５
１
１
）

　

公
共
の
宿
と
し
て
利
用
者
に
親
し
ま

れ
た
つ
つ
じ
が
岡
パ
ー
ク
イ
ン
が
平
成

29
年
３
月
31
日
で
利
用
を
休
止
す
る
予

定
で
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
４
月
以
降
の
宿
泊

及
び
宴
会
な
ど
の
予
約
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
今
後
の
利
活
用

に
つ
い
て
は
、
現
在
検
討
を
重
ね
て
い

ま
す
。

利
用
休
止
理
由

▪
施
設
が
老
朽
化
し
、
全
体
的
な
修
繕

　

を
必
要
と
す
る

▪
運
営
事
業
者
の
契
約
期
間
が
満
了
し
、

　

来
年
度
以
降
の
運
営
事
業
者
が
未
定

　

で
あ
る

問
合
せ　

商
業
観
光
課
観
光
振
興
係（
内

線
２
５
１
）、又
は
つ
つ
じ
が
岡
パ
ー
ク

イ
ン
（
℡
75-

８
４
８
４
）

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
下
水
道
事
業
へ
親

し
み
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
ご

当
地
の
観
光
名
所
や
銘
産
が
デ
ザ
イ
ン

さ
れ
た
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
を
、
無
料

で
配
布
し
ま
す
。

配
布
場
所
・
時
間
　
館
林
駅
前
観
光
案

内
所　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
水
曜
日
と
年
末
年
始
を
除
く

配
布
枚
数　

２
０
０
０
枚
（
先
着
順
）

※
１
人
１
枚

問
合
せ　

下
水
道
課
管
理
係
（
内
線
４

１
２
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
ワ
ラ
ッ
チ
ャ
オ
！
」
の
観
覧
を
募
集

Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
の
子
ど
も
向
け
人
気
番
組
が
館
林
に
や
っ
て
来
る

募　集
と
き
　
平
成
29
年
２
月
18
日
㈯

▪
１
回
目　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

▪
２
回
目　

午
後
１
時
～
２
時
30
分

※
終
演
時
間
は
予
定
に
な
り
ま
す

と
こ
ろ
　
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

出
演
者
　
ド
ッ
ク
ン
、
キ
ャ
サ
リ
ン
他

定
員
　
各
３
０
０
人
程
度
（
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

入
場
料　

無
料（
入
場
整
理
券
が
必
要
）

申
込
み　

平
成
29
年
１
月
31
日
㈫
（
必

着
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
館
林
市
役
所
商
業
観
光

課
内
「
ワ
ラ
ッ
チ
ャ
オ
！
」
係
（
〒
３

７
４-

８
５
０
１　

市
役
所
内
）
へ

※
当
選
は
２
公
演
を
通
じ
て
１
世
帯
１

　

通
で
す
。
ま
た
、
売
買
目
的
の
申
し

　

込
み
は
対
象
外
と
し
ま
す

記
入
事
項

▪
往
信
用
の
裏
面
　
郵
便
番
号
、
住
所
、

　

氏
名
、電
話
番
号
、希
望
公
演
回
（
１

　

回
目
・
２
回
目
の
い
ず
れ
か
）、観
覧

　

希
望
人
数
（
４
人
ま
で
と
し
、
１
歳

　

以
上
の
子
ど
も
か
ら
人
数
に
含
み
ま
す
）

▪
返
信
用
の
表
面
　
郵
便
番
号
、
住
所
、

　

氏
名
（
裏
面
は
抽
選
結
果
を
印
刷
す

　

る
の
で
白
紙
で
送
付
く
だ
さ
い
）

注
意
事
項　

応
募
の
際
の
情
報
は
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
番
組
や
イ
ベ
ン
ト
の
案
内
、
受

信
料
の
お
願
い
に
使
用
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す

放
送
予
定
日
　
未
定

問
合
せ　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
前
橋
放
送
局
（
℡
０

２
７-

２
５
１-

１
７
１
１
）、又
は
同

観
光
振
興
係
（
内
線
２
５
２
）

と
き
　

12
月
22
日
㈭　

午
後
３
時
～
４
時

と
こ
ろ
　
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル

内
容
　
ゴ
ス
ペ
ル
サ
ー
ク
ル
キ
ャ
ラ
メ

ル
ソ
ウ
ル
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
と
、
男

女
共
同
参
画
一
行
詩
（
標
語
）
の
表
彰
式

※
12
月
15
日
㈭
か
ら
22
日
㈭
ま
で
、
同

　

ホ
ー
ル
で
入
賞
作
品
を
展
示
し
ま
す

参
加
費
　
無
料

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

問
合
せ
　
市
民
協
働
課
市
民
協
働
係
（
内

線
６
８
７
）

　

平
成
29
年
４
月
に
高
等
学
校
、
高
等

専
門
学
校
、
専
修
学
校
又
は
大
学
（
短

期
大
学
を
含
む
）
へ
進
学
（
予
定
者
を

含
む
）・
在
学
す
る
か
た
に
、
奨
学
資
金

を
貸
し
出
し
ま
す
。

対
象　

出
身
学
校
長
、
又
は
在
学
学
校

長
が
適
当
と
認
め
推
薦
さ
れ
、
次
の
全

て
に
該
当
す
る
か
た

■

市
内
に
１
年
以
上
在
住
し
て
い
る
世

　

帯
の
子

■

学
力
優
秀
で
品
行
が
正
し
い
か
た

■

経
済
的
な
理
由
で
、
学
資
を
出
す
こ

　

と
が
困
難
な
世
帯
の
子

貸
与
額
（
月
額
）

■

高
等
学
校
、
専
修
学
校
高
等
課
程　

　

９
０
０
０
円
以
内

■

高
等
専
門
学
校　

１
万
７
５
０
０
円

　

以
内

■

大
学
、
専
修
学
校
専
門
課
程　

３
万

　

９
９
０
０
円
以
内

貸
与
期
間　

同
29
年
４
月
か
ら
正
規
の

修
業
期
間

返
済
方
法　

卒
業
後
１
年
を
経
過
し
た

月
の
翌
月
か
ら
、
貸
与
年
数
の
２
倍
に

相
当
す
る
期
間
内

申
込
み
・
問
合
せ　

同
29
年
１
月
４
日

㈬
か
ら
31
日
㈫
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
）
ま
で
に
、
申
請
書
（
教
育
総

務
課
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
書
類
を
添

え
て
同
総
括
係
（
内
線
２
１
８
）
へ

mini

　これから年末年始にかけて、
宴会の増える季節になります。
宴会で、全く手を付けられずに
残った料理を見て、もったいな
いなと思った人もいるのではな
いでしょうか。
　食品ロスを減らすために、宴
会の途中で、食べる時間の確保
をする「30・10運動」がありま
す。冒頭30分や、終了間際など
に10分、席について料理の味を
堪
たん

能してみてください。料理を
作ってくれた人も喜んでくれる
ことでしょう。
　自分の身近なところで、ほん
の少しの時間と工夫で、食品の
ロスを減らすことができます。
ごみの減量にご協力お願いします。

宴会などでの
食べ残しを減らそう

平
成
28
年
度
環
境
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

優
秀
作
品

Vol.40

▪
リ
サ
イ
ク
ル　

そ
の
ひ
と
手
間
が　

世
界
を
変
え
る

　
　
　
　
　

狩か
の
う野
璃り

音お

さ
ん  （
第
四
中
学
校
３
年
）

▪
そ
の
緑　
「
今
」
と
「
未
来
」
を　

つ
な
ぐ
橋

　
　
　
　
　

笠か
さ

原は
ら

瞳ひ
と
みさ
ん  （
多
々
良
中
学
校
３
年
）

館
林
市
・
板
倉
町

合
併
協
議
会
の
開
催

つ
つ
じ
が
岡
パ
ー
ク

イ
ン
の
利
用
休
止

マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
の

配
布
を
開
始
し
ま
す

ふ
れ
あ
い
市
民

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

奨
学
資
金
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

高
校
や
大
学
な
ど
に
在
学
・
進
学
す
る
か
た
の
修
学
を
支
援

支　援

募
集
枠
・
採
用
予
定
人
員
　
保
育
士　

若
干
人

受
験
資
格
　
日
本
国
籍
が
あ
り
、
昭
和

52
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
元
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
、
同
28
年
12
月
１
日

現
在
で
、
保
育
士
資
格
を
も
つ
実
務
経

験
５
年
以
上
の
か
た

募
集
期
間
　

12
月
19
日
㈪
ま
で
（
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
。
土
・
日

曜
日
を
除
く
）

※
郵
送
の
場
合
は
、
郵
便
書
留
で
12
月

　

16
日
㈮
の
消
印
ま
で
有
効

第
一
次
試
験
　
書
類
選
考

第
二
次
試
験

■

筆
記
試
験　

平
成
29
年
１
月
15
日
㈰

　

専
門
・
作
文
試
験
、
職
場
適
応
性
検
査

■

面
接
試
験　

※
第
三
次
試
験
の
日
程
は
、
第
二
次
試

　

験
合
格
者
に
後
日
通
知
し
ま
す

提
出
書
類
　
申
込
書
（
人
事
課
人
事
係

及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）、

職
務
履
歴
書
、
ア
ピ
ー
ル
シ
ー
ト
、
返

信
用
定
形
封
筒
（
宛
先
が
明
記
さ
れ
、

82
円
切
手
を
貼
付
し
た
も
の
）

提
出
先
・
問
合
せ
　
同
人
事
係
（
〒
３

７
４ -

８
５
０
１　

市
役
所
内　

内
線

３
２
１
）
へ

※
そ
の
他
、
詳
し
く
は
同
人
事
係
で
配

　

布
す
る
試
験
案
内
、
又
は
市
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

平
成
29
年
度
採
用
の
市
職
員
を
募
集
し
ま
す

こ
れ
か
ら
の
館
林
市
の
た
め
に
、
高
い
志
を
持
っ
た
人
材
を
求
め
ま
す

採　用

国道354号

セブンイレブン

かっぱ寿司
つつじが岡入口

花山入口

羽附町

赤生田町

上赤生田町

予定区域 館林インターチェンジ

東
北
自
動
車
道
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お
知
ら
せ

●　マーク・・・健康マイレージ対象事業マ

入
居
資
格　

現
在
、
住
ま
い
に
困

っ
て
い
て
、
親
族
と
入
居
す
る
予

定
の
か
た
、
又
は
単
身
の
高
齢
者

や
障
が
い
の
あ
る
か
た

入
居
可
能
日　

平
成
29
年
４
月
１

日
㈯

申
込
み
・
問
合
せ　

同
29
年
１
月

４
日
㈬
か
ら
18
日
㈬
ま
で
に
、
申

込
書
（
県
住
宅
供
給
公
社
館
林
支

所
及
び
館
林
土
木
事
務
所
に
あ
り

ま
す
）
を
郵
送
で
県
住
宅
供
給
公

社
（
℡
０
２
７

─

２
２
３

─

５
８

１
１
）
へ

※
詳
し
く
は
募
集
案
内
（
同
供
給

　

公
社
館
林
支
所
及
び
同
土
木
事

　

務
所
で
募
集
期
間
中
の
み
配
布
。

　

た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日

　

は
県
住
宅
供
給
公
社（
前
橋
市
）

　

だ
け
の
配
布
に
な
り
ま
す
）、又

　

は
県
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム
ペ

　

ー
ジ
（http://w

w
w

.gunm
a-

　

固
定
資
産
税
は
土
地
や
家
屋
だ

け
で
な
く
、
事
業
用
で
所
有
し
て

い
る
構
築
物
、
機
械
・
装
置
、
工

具
・
器
具
・
備
品
な
ど
の
償
却
資

産
に
も
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

市
内
に
償
却
資
産
を
所
有
す
る

か
た
に
は
、
12
月
中
に
申
告
書
類

一
式
を
発
送
し
ま
す
の
で
、
平
成

29
年
１
月
１
日
現
在
の
資
産
の
状

況
な
ど
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
償
却
資
産
を
所
有
す
る

か
た
で
、
申
告
書
が
届
か
な
い
場

合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限　

平
成
29
年
１
月
31
日
㈫

提
出
先
・
問
合
せ　

直
接
、
又
は

郵
送
で
税
務
課
資
産
税
係
（
〒
３

７
４ -

８
５
０
１　

市
役
所
内　

内
線
６
１
０
）
へ

※
申
告
は
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
（http:

　

//w
w

w
.eltax.jp/

）
で
も
で
き

　

ま
す

　

建
物
の
建
築
や
取
り
壊
し
な
ど

で
、
土
地
や
建
物
の
利
用
状
況
が

変
わ
っ
た
と
き
は
、
税
額
が
変
更

に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

申
告
が
必
要
で
す
。

募
集
人
員　

３
人
程
度

勤
務
日
・
時
間　

月
～
土
曜
日

午
前
８
時
～
午
後
７
時
の
都
合
の

よ
い
時
間
（
要
相
談
）

勤
務
地　

学
童
保
育
所
「
ス
ワ
ン

ズ
・
キ
ッ
ズ
」（
成
島
町
）

時
給　

８
０
０
円
～

申
込
み　

し
ぜ
ん
教
育
研
究
学
園

（
℡
76

─

２
０
１
５
）
へ

問
合
せ　

同
園
、
又
は
市
こ
ど
も

福
祉
課
保
育
係
（
内
線
６
４
４
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い

　

jkk.or.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い

※
市
内
県
営
住
宅
及
び
市
営
住
宅

　

は
随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け

　

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
同
供
給

　

公
社
館
林
支
所
（
℡
76

─

７
８

　

７
１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い

職
種
・
人
員　

入
場
券
出
入
札
係
・

35
人
程
度

期
間　

平
成
29
年
４
月
10
日
㈪
～

５
月
10
日
㈬
（
予
定
）

勤
務
時
間　

午
前
８
時
15
分
～
午

後
５
時
（
早
出
・
延
長
勤
務
及
び

開
花
状
況
に
よ
り
短
時
間
勤
務
も

あ
り
ま
す
）

対
象　

健
康
で
毎
日
勤
務
で
き
る

か
た

賃
金
（
時
給
）　　　
８
０
０
円

申
込
み

12
月
５
日
㈪
か
ら
平
成

29
年
２
月
10
日
㈮
（
年
末
年
始
を

除
く
）
ま
で
に
、
申
込
書
（
つ
つ

じ
が
岡
公
園
総
合
管
理
事
務
所
に

あ
り
ま
す
）
を
直
接
同
事
務
所
へ

問
合
せ　

つ
つ
じ
が
岡
公
園
課
整

備
運
営
係 

（
同
事
務
所
内　

℡
74

─

５
２
３
３
）

※
書
類
選
考
と
面
接
で
採
否
を
決

　

定
し
ま
す
。
面
接
日
は
後
日
連

　

絡
し
ま
す

　

来
年
７
月
の
シ
ャ
ト
ル
コ
ン
サ

ー
ト
の
出
演
に
向
け
て
団
員
を
募

集
し
ま
す
。

練
習
日
時　

木
曜
日

 

■
昼
の
部　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

 

■
夜
の
部　

午
後
７
時
～
９
時
30
分

と
こ
ろ　

三
の
丸
芸
術
ホ
ー
ル
他

内
容　

混
声
合
唱
曲
（
発
声
法
、

発
音
、
音
取
り
、
パ
ー
ト
練
習
）

指
導
者　

多た

田た

羅ら

迪み
ち

夫お

さ
ん
（
東

京
藝
術
大
学
名
誉
教
授
）
他

会
費
（
入
会
時
か
ら
６
月
ま
で
）

■

一
般　

１
万
５
０
０
０
円

■

大
学
生　

６
０
０
０
円

■

小
学
・
中
学
・
高
校
生　

無
料

※
別
途
楽
譜
代
が
か
か
り
ま
す

申
込
み　

平
成
29
年
１
月
12
日
㈭

の
練
習
日
に
直
接
会
場
へ 

（
見
学

歓
迎
）

問
合
せ　

篠し
の

村む
ら

宏ひ
ろ

明あ
き

さ
ん 

（
℡
０

８
０

─

５
５
３
８

─

８
６
１
９
）、

又
は
市
文
化
振
興
課
芸
術
文
化
係

（
同
ホ
ー
ル
内　

℡
75

─

３
０
３
０
）

と
き　

12
月
16
日
㈮　

午
後
５
時

～
６
時

と
こ
ろ　

東
洋
大
学
板
倉
キ
ャ
ン

パ
ス
第
一
学
生
食
堂
（
邑
楽
郡
板

倉
町
）

テ
ー
マ　

 

「
生
活
習
慣
病
予
防
・

改
善
の
た
め
の
食
生
活
」

講
師　

井い
の
う
え
ひ
ろ

上
広
子こ

さ
ん
（
同
大
学

准
教
授
）

参
加
費　

無
料

申
込
み　

当
日
会
場
へ

問
合
せ　

同
大
学
板
倉
事
務
課（
℡

82

─

９
１
１
２
）、又
は
市
農
業
振

興
課
農
業
振
興
係（
内
線
２
４
６
）

●
会
社
を
辞
め
た
！
転
入
し
た
！
国
民
健
康
保
険
の
手
続
き
は
？　

減
免
の
相
談
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

保
険
年
金
課
国
保
係
（
内
線
６
２
５
）

対
象　

平
成
28
年
１
月
２
日
か
ら

同
29
年
１
月
１
日
ま
で
に
、
建
物

の
用
途
・
床
面
積
・
住
居
数
に
変

更
が
あ
っ
た
か
た

※
家
屋
調
査
の
際
に
申
告
し
た
か

　

た
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

申
告
期
限　

同
29
年
１
月
10
日
㈫

申
告
先
・
問
合
せ　

住
宅
用
地
に

関
す
る
申
告
書
（
税
務
課
及
び
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
を

直
接
、
又
は
郵
送
で
同
資
産
税
係

 
（
〒
３
７
４ -

８
５
０
１　

市
役

所
内　

内
線
６
８
３
）
へ

対
象　

市
内
に
事
業
所
が
あ
り
、

平
成
27
年
５
月
か
ら
10
月
ま
で
の

間
に
従
業
員
を
中
小
企
業
退
職
金

共
済
制
度
へ
加
入
さ
せ
た
中
小
企

業
者

※
医
療
法
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
、

　

対
象
外
の
業
種
が
あ
り
ま
す

※
契
約
期
間
が
12
か
月
に
満
た
な

　

い
場
合
は
、
補
助
対
象
と
な
り

　

ま
せ
ん

※
対
象
と
な
る
掛
金
月
額
の
上
限

　

は
５
０
０
０
円

補
助
金
額　

■

企
業
が
新
た
に
共
済
へ
加
入
す

　

る
新
規
共
済
契
約
者　

月
額
掛

　

金
の
20
％

■

雇
用
し
た
従
業
員
を
追
加
で
被

　

共
済
者
と
し
た
追
加
共
済
契
約

　

者　

月
額
掛
金
の
10
％

申
請
先
・
問
合
せ　

12
月
５
日
㈪

か
ら
26
日
㈪
ま
で
に
、申
請
書（
産

業
政
策
課
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
り
ま
す
）
と
必
要
書
類
を
同

工
業
振
興
係
（
内
線
２
０
４
）
へ

と
き　

12
月
10
日
㈯　

午
後
１
時

30
分

と
こ
ろ　

つ
つ
じ
野
学
童
ク
ラ
ブ

（
高
根
町
）

申
込
み　

当
日
会
場
へ

問
合
せ　

同
ク
ラ
ブ
（
月
～
金
曜

日　

℡
75

─

９
１
０
６
）、又
は
市

こ
ど
も
福
祉
課
保
育
係
（
内
線
６

４
４
）

募
集

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

加
入
促
進
補
助
金
の
交
付

住
宅
用
地
に
関
す
る
申
告

つ
つ
じ
ま
つ
り
臨
時
従
業
員

つ
つ
じ
野
学
童
ク
ラ
ブ

入
所
説
明
会

館
林
第
九
合
唱
団
前
期
団
員

簡単でおいしい、
減塩方法

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員

償
却
資
産
の
申
告
は

１
月
31
日
ま
で

第10回館林邑楽
医療フォーラム

とき　平成29年２月４日㈯
午後１時30分～４時30分
ところ　三の丸芸術ホール
定員　1 5 0人（先着順）
テーマ　 「誰にでも起こり
うる　だから知ってほしい、
認知症のこと」
内容
■ 地域の医療従事者などに
　よる現状報告
■ 特別講演「認知症予防の
　ライフスタイルと、認知
　症にやさしい地域づくり」 
　山

や ま ぐ ち は る や す

口晴保さん（群馬大学
　名誉教授）
参加費　無料
申込み・問合せ　12月20日
㈫から（午前８時30分～午
後５時15分）、館林厚生病院
医療フォーラム申込受付窓
口（℡76 -
2032）へ
※土・日曜
　日、祝日
　を除く

県
営
住
宅
の
入
居
者

マ

　減塩を無理なく習慣化させる
コツを学びませんか。ぜひご参
加ください。
とき　平成29年１月13日㈮　午
後２時～２時30分　
ところ　保健センター
定員　30人（先着順）
内容　管理栄養士による家庭で
簡単にできる減塩方法など
参加費　無料
申込み・問合せ　12月12日㈪か
ら、健康推進課健
康づくり係（同セ
ンター内　℡74 -
5155）へ

ＪＡアシストホール館林

館林市赤生田町759 - 5　　　℡76 - 2929
　　◇ 搬送…24時間対応（年中無休）◇

 ・搬送から葬儀施行
 ・法事、仏壇・墓石等
 ・相続等、諸手続きのサポート

大切な人とのお別れのお手伝い

　事前相談も
お気軽にどうぞ

ホームページ （保育施設有）

 
 

  

少人数制で
確かな就職

生徒

募集医療事務
病院・歯科医院・調剤薬局へ就業の最短コース！

医療秘書科
●医療事務員のプロを育成
●各種実務技能検定実施
●医療人としての人材育成

全日１ 年 制
高就職率の

実績 年 群 馬 医 療 事 務 学院 太田市新井町 （みその幼児園 ）

 

医薬総合学科
●公的資格「登録販売者」
●調剤薬局事務

※薬剤師に次ぐクスリの専門職！

薬局で大活躍！
注目№ 資格

Ｈ２９年 ４月入学
（推薦入学・一般入学 入学願書受付中

く
ら
し
に
役
立
つ
サ
イ
エ
ン
ス
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正
造
に
つ
い
て
学
び
ま
す　

講
師　

冨と
み

田た

靖や
す

夫お

さ
ん
（
同
記
念

館
事
務
局
員
）

参
加
費　

無
料

※
生
涯
学
習
館
林
市
民
の
会
会
員

　

で
な
い
か
た
は
、
年
度
会
費
１

　

０
０
０
円
が
別
途
必
要
で
す

申
込
み
・
問
合
せ　

12
月
12
日
㈪

か
ら
、
相あ

い

川か
わ

静し
ず

夫お

さ
ん
（
生
涯
学

習
館
林
市
民
の
会　

℡
73

─

２
３

７
６
）、又
は
市
生
涯
学
習
課
生
涯

学
習
係
（
内
線
２
２
４
）
へ

と
き
・
内
容
（
全
６
回
）　

■

平
成
29
年
１
月
10
日
㈫
・
17
日

　

㈫　

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス

■

同
29
年
１
月
12
日
㈭
・
19
日
㈭

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

内
容　

筋
力
・
体
力
向
上
運
動
、

脳
ト
レ
体
操
、
健
康
講
話
な
ど

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し

　

く
だ
さ
い

参
加
費　

無
料

持
参
す
る
物　

タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
込
み
・
問
合
せ　

12
月
12
日
㈪

か
ら
、
高
齢
者
支
援
課
地
域
包
括

ケ
ア
推
進
係
（
内
線
６
２
３
）
へ

と
き　

平
成
29
年
１
月
29
日
㈰　

午
後
２
時
～
４
時

と
こ
ろ　

図
書
館

定
員　

50
人
程
度
（
先
着
順
）

内
容　

 

「
実
録　

家
で
親
を
看
取

る
」
の
著
者
で
本
県
出
身
の
エ
ッ

セ
イ
ス
ト
、
中な

か

山や
ま
よ
う庸
子こ

さ
ん
の
講

演
会

参
加
費　

無
料

申
込
み
・
問
合
せ　

12
月
17
日
㈯

の
午
前
９
時
か
ら
、
同
館
（
℡
74

─

２
３
４
６
）
へ

講
座 「
足
尾
鉱
毒
事
件
と
田
中
正
造
」

と
き　

平
成
29
年
１
月
18
日
㈬　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

足
尾
鉱
毒
事
件
田た

中な
か

正し
ょ
う

造ぞ
う

記
念
館
（
大
手
町
）

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

内
容　

鉱
毒
被
害
と
戦
っ
た
田
中

　

認
知
症
の
か
た
や
介
護
者
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

を
養
成
し
ま
す
。

と
き　

12
月
19
日
㈪　

午
後
１
時

30
分
～
３
時

と
こ
ろ　

中
部
公
民
館

定
員　

20
人
程
度

内
容　

高
齢
者
あ
ん
し
ん
相
談
セ

ン
タ
ー
職
員
に
よ
る
認
知
症
の
正

し
い
知
識
や
接
し
方
の
講
話
な
ど

※
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
特
別
な

　

こ
と
を
す
る
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん

参
加
費　

無
料

申
込
み　

同
セ
ン
タ
ー
ク
ロ
ー
バ

ー
荘
（
℡
77

─

１
１
６
５
）
へ

問
合
せ　

同
セ
ン
タ
ー
ク
ロ
ー
バ

ー
荘
、
又
は
市
高
齢
者
支
援
課
地

域
包
括
ケ
ア
推
進
係 （
内
線
６
２
３
）

　

運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
る
方
法

や
健
康
維
持
の
秘
訣け

つ

を
学
び
ま
す
。

と
き　

平
成
29
年
１
月
11
日
㈬
～

２
月
15
日
㈬
の
水
曜
日　

午
後
１

時
30
分
～
３
時
（
全
６
回
）

と
こ
ろ　

分
福
公
民
館

対
象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の

か
た

　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

■

同
29
年
１
月
23
日
㈪
・
30
日
㈪

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

※
時
間　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

と
こ
ろ　

城
沼
総
合
体
育
館

対
象　

18
歳
以
上
の
か
た

定
員　

20
人
程
度

参
加
費　

１
２
０
０
円
（
保
険
料

な
ど
）

持
参
す
る
物　

上
履
き
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物
、
お
持
ち
の
か
た
は
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
ラ
ケ
ッ
ト

申
込
み
・
問
合
せ　

12
月
７
日
㈬

か
ら
、
参
加
費
を
添
え
て
、
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課
振
興
係 

（
同
館
内　

℡
74

─

２
６
１
１
）
へ

講
座

教
室

 

・

　

ボ
ー
ト
漕こ

ぎ
の
技
術
と
速
さ
を

競
う
マ
シ
ン
ロ
ー
イ
ン
グ
大
会
を

開
催
し
ま
す
。

と
き　

12
月
17
日
㈯　

午
前
８
時

30
分
～
正
午
（
予
定
）

と
こ
ろ　

城
沼
総
合
体
育
館

対
象　

小
学
３
年
生
以
上

内
容　

■

小
学
生　

５
０
０
ｍ
漕そ

う

（
希
望

　

者
は
１
０
０
０
ｍ
漕
）

■

中
学
・
高
校
生
、
一
般　

２
０

　

０
０
ｍ
漕

■

ボ
ー
ト
競
技
経
験
者　

２
０
０

　

０
・
５
０
０
０
ｍ
漕

参
加
費　

無
料

※
ボ
ー
ト
競
技
経
験
者
の
部
は
５

　

０
０
円
（
保
険
料
な
ど
）

持
参
す
る
物　

上
履
き
、
タ
オ
ル
、

防
寒
着

申
込
み　

12
月
11
日
㈰
ま
で
に
、

申
込
書
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
及
び

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）

を
同
振
興
係
（
同
館
内　

℡
74

─

２
６
１
１
）
へ

問
合
せ　

坂さ
か
む
ら村
孝た

か
し

さ
ん
（
館
林
ロ

ー
イ
ン
グ
ク
ラ
ブ
事
務
局　

℡
73

─

４
０
５
２
）、又
は
同
振
興
係

と
き
・
と
こ
ろ　

平
成
29
年
１
月

15
日
㈰　

午
前
８
時
30
分
・
西
公

民
館
集
合　

正
午
解
散 

内
容　

彫
刻
の
小こ

径み
ち

の
散
策
と
県

立
館
林
美
術
館
の
見
学

参
加
費　

無
料

持
参
す
る
物　

雨
具
、
飲
み
物

申
込
み　

同
29
年
１
月
６
日
㈮
ま

で
に
、
根ね

岸ぎ
し
ま
さ正

雄お

さ
ん
（
館
林
西

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　

℡
０
８
０

─

１
３
０
１

─

１
２
１
２
）、又
は
同

公
民
館
（
℡
75

─

３
７
３
９
）
へ

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

問
合
せ　

根
岸
正
雄
さ
ん
、
又
は

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
係
（
城

沼
総
合
体
育
館
内　

℡
74

─

２
６

１
１
）

と
き　

平
成
29
年
１
月
29
日
㈰　

午
前
９
時
・
現
地
集
合　

午
後
３

時
・
現
地
解
散 （
予
定
）

と
こ
ろ　

片
品
オ
グ
ナ
ほ
た
か
ス

キ
ー
場
（
利
根
郡
片
品
村
）

対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
又
は

在
学
の
小
学
生
以
上
の
か
た

定
員　

40
人
（
先
着
順
）

種
目　

大
回
転
競
技
（
11
種
別
）

参
加
費　

１
０
０
０
円
（
保
険
料

な
ど
）

※
リ
フ
ト
券
・
レ
ン
タ
ル
・
食
事

　

代
は
別
途
個
人
負
担

申
込
み
・
問
合
せ　

12
月
11
日
㈰

か
ら
、
参
加
費
を
添
え
て
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
振
興
係
（
城
沼
総
合
体

育
館
内　

℡
74

─

２
６
１
１
）
へ

と
き　

12
月
17
日
㈯　

午
前
10
時

15
分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

赤
羽
児
童
館

内
容　

エ
レ
ク
ト
ー
ン
と
ハ
ン
ド

ベ
ル
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ

の
演
奏
会

※
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
に
菓
子

　

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
先
着
80
人
）

参
加
費　

無
料

申
込
み　

当
日
会
場
へ

問
合
せ　

同
館 （
℡
72

─

４
１
５
５
）

 

「
偏
心
モ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
ぶ
る

ぶ
る
ロ
ボ
に
へ
～
ん
し
ん
!!
」

と
き　

平
成
29
年
１
月
28
日
㈯　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

と
こ
ろ　

向
井
千
秋
記
念
子
ど
も

科
学
館

対
象　

小
学
生
以
上

※
小
学
１
・
２
年
生
は
保
護
者
同
伴

定
員　

24
人
（
先
着
順
）

内
容　

偏
心
モ
ー
タ
ー
の
振
動
を

利
用
し
て
動
く
二
足
歩
行
型
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
り
ま
す

参
加
費　

４
０
０
円 （
材
料
費
な
ど
）

申
込
み
・
問
合
せ　

12
月
17
日
㈯

の
午
前
９
時
か
ら
、
同
館
（
℡
75

─

１
５
１
５
）
へ

ス
ポ
ー
ツ

科
学
館

児
童
館

初
心
者
歓
迎
！

マ
シ
ン
ロ
ー
イ
ン
グ
大
会

たてばやし
年末ふれあいウォーク

とき・ところ　12月18日㈰　午前８
時30分・市民センター西側駐車場（仲
町）集合受付　ゴール後随時解散
※荒天中止
内容　同駐車場を発着とする館林駅
西側周辺コース（約６㎞）のウオー
キング
参加費　無料	
持参する物　飲み物、雨具、筆記用
具など
※お持ちのかたは健康マイレージカ
　ード
申込み　当日会場へ
※小学３年生以下は保護者同伴
問合せ　スポーツ振興課振興係（城
沼総合体育館内　℡74 - 2611）

田 口 会 計 事 務 所
税 理 士 　 田 口 恵 之

〒 374 － 0053　 群 馬 県 館 林 市 赤 土 町 810 － １
☎ 0276 － 73 － 5011　 　0276 － 73 － 5013
http://taguchikaikeizimushiiyo.tkcnf.com/pc/
E-mail:taguchi-yoshiyuki@tkcnf.or.jp

あなたは大丈夫？　相続税のこと考えてますか？
悩む前にご相談を！（無料相談受付中　土・日・　可）

関東信越税理士会所属

あ な た の 相 続 税 を 試 算 し て み ま せ ん か ？
相 続 税 診 断 書 も 作 成 し て い ま す

関東財務局・関東経済産業局認定　経営革新等支援機関

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

健
康
力
ア
ッ
プ
教
室

マ

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

マ

パソコン教室
インターネット講座

とき　平成29年２月７日㈫～21
日㈫の火 ・金曜日　午後７時～
９時（全５回）
ところ　渡瀬公民館
定員　20人（申し込み多数の場
合は抽選）
内容　インターネットの基本、
情報検索、メールの活用法など
を学びます
参加費　2 , 0 0 0円（教材費など）
申込み　12月20日㈫の午後６時
から７時までに、同公民館へ
問合せ　松

ま つ

尾
お

隆
たかし

さん（生涯学習
館林市民の会　℡080 - 5429 -
5389）、又は市生涯学習課生涯学
習係（内線2 2 4 ）

生
涯
学
習
館
林
市
民
の
会

著
者
を
囲
む
会

マ

お
し
ゃ
べ
り
ハ
イ
キ
ン
グ

市
民
ス
キ
ー
大
会

初
心
者
向
け
！

楽
し
い
球
技
教
室

マ

科
学
講
座



フォトキャンバス

市民の皆さんの活動や
イベントを紹介する
コーナーです

市 民 の
ひ ろ ば
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親子で楽しく走って学ぶ
走るために必要な正しい体の使い方を

市民目線の環境行動を呼びかける
みんなの声で水質改善

　親子マラソン教室が、11月３日、城沼総合陸上競
技場で開催されました。同教室には、15組33人の親
子が参加。講師による正しい靴の履き方の指導から
始まり、準備運動での体の動かし方や走るときのフ
ォームなどについて学んだ後、実際に競技場内を走
り、親子で楽しく心地よい汗を流しました。

　本市を代表する水辺である城沼の自然を呼び戻すため、
11月５日、城沼サミットが旧秋元別邸前で行われました。
28回目となった今回は、市内の中学生たちも日頃行って
いる環境に優しい取組事例などを発表。参加者たちは、
身近な環境行動のたいせつさを互いに確認し合いました。

file_269

て
も
ら
い
、
情
緒
豊
か
な
人
間

形
成
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
」
と
、

地
域
に
働
き
か
け
、
市
少
年
少

女
合
唱
団
に
加
え
、
地
元
の
小

学
生
た
ち
と
の
第
九
合
唱
を
実

現
。
今
年
も
団
員
た
ち
と
と
も

に
学
校
や
幼
稚
園
で
の
第
九
の

指
導
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

12
月
17
日
に
開
催
さ
れ
る
30

回
目
と
な
る
第
九
演
奏
会
に
は
、

第
二
小
学
校
児
童
と
第
一
中
学

校
生
徒
も
加
わ
る
予
定
で
す
。

木
村
さ
ん
の
指
導
を
受
け
、
そ

れ
ぞ
れ
学
校
で
練
習
を
積
ん
だ

子
ど
も
た
ち
が
、
大
舞
台
で
ど

ん
な
歌
声
を
響
か
せ
る
の
か
、

楽
し
み
が
膨
ら
み
ま
す
。

　

師
走
の
恒
例
と
な
っ
て
い
る

群
馬
交
響
楽
団
と
館
林
第
九
合

唱
団
に
よ
る
「
館
林
第
九
演
奏

会
」。木
村
さ
ん
は
、
同
演
奏
会

で
長
く
伴
奏
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

 

「
地
域
の
音
楽
レ
ベ
ル
を
高

め
た
い
」
と
話
す
木
村
さ
ん
。

音
楽
講
師
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

多
く
の
優
秀
な
人
材
を
全
国
コ

ン
ク
ー
ル
に
導
き
、
今
年
１
月

に
は
、
そ
の
功
績
に
よ
り
、
日

本
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
協
会
優
秀

指
導
者
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

同
合
唱
団
で
は
、
昨
年
理
事

に
就
任
。「
第
九
交
響
曲
の
人
間

愛
と
世
界
平
和
と
い
う
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
幅
広
い
年
齢
層
に
知
っ

profile
市内に生まれ、武蔵野音楽高等学校・武
蔵野音楽大学を卒業し、ポーランドショ
パン音楽アカデミーに短期留学。第５回
日伊コンコルソ・ムジカ・アルテコンク
ール優勝。 現在、日本クラシックコンク
ール審査員や館林第九合唱団理事を務める。

音楽で全国に通用する人材を育てたい

（大街道二丁目）
木
き

村
むら

美
み

紀
き

さん

第
九
合
唱
を
通
じ
て

　
誇
れ
る
地
域
を
つ
く
る

毎年恒例の館林第九演奏会。会場には団員の美しいハ
ーモニーが響き渡り、観客の心を魅了する。群馬交響
楽団との共演は今年30回目となる

マシンを使った筋力トレーニング
筋力低下によって起こるけがや事故を防ぐために

　男性のためのマシントレーニング講座が、11月10日か
ら６回にわたってフレンドスポーツクラブ他で行われて
います。講座初日に参加した５人は、血圧や筋肉量を測
定した後、トレーナーの指導の下、個人の運動機能に合
わせた筋力トレーニングで体を鍛えました。

　選挙への関心や投票意識を高めてもらうことを目的と
した選挙出前授業が、11月14日、館林高校で開催されま
した。生徒たちは、講座やクイズで選挙のしくみや投票
率の現状などについて学んだ他、実際の選挙で使用され
ている記載台や投票箱を使って、模擬投票を体験しました。

選挙の役割と一票のたいせつさを学ぶ
そもそも選挙ってどんなもの？
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図書館

科学館

施設
だより

文化会館・三の丸芸術ホール

資料館

催し物ご案内＆スケジュール

市文化施設の
催し物などを
お知らせします

施 設
だ よ り

第一資料館
（℡74 - 4１11）

文化振興課
（文化会館内　℡74 - 4111）

図書館
（℡74- 2346）

向井千秋記念子ども科学館
（℡75 - 1515）

広報館林

ホ：ホール　展：展示室（12月15日～平成29年１
月14日）
※11月15日現在の情報です

12月の施設の休館日（施設名・問合せ）
▪第一資料館　１日㈭・2日㈮、12日㈪～22日㈭・℡74 - 4111
▪城沼総合体育館　26日㈪・℡74 - 2611

新着＆お勧め本紹介

一般向け（いずれも午後２時～、参加費無料）

12月17日㈯ ダイ・ハード4.0（吹替）

12月18日㈰ めぐりあえたら（字幕）

12月21日㈬ めぐりあえたら（吹替）

１月７日㈯ あれから40年！　－爆笑 !! 傑作集 !!!
＆爆笑！スペシャルライブ！－

子ども向け（いずれも午前10時30分～、参加費無料）

12月18日㈰ よりぬきキテレツ大百科（楽しい冬
休み編）

映画会で楽しいひとときを

夜間天体観望会
「金星を見よう」
とき　12月10日㈯　午後６時～８時
「聖夜に星を楽しもう」
とき　12月24日㈯　午後６時～８時
※雨天・曇天の場合は中止
公開天文台
とき　12月11日㈰・25日㈰　午後１時50分～２時20分
※雨天・曇天の場合は施設公開のみ
サイエンスショー
「光と色の大実験」
　光と色の性質について楽しく学べる実験ショーです。
とき　12月18日㈰　午後１時50分～２時20分
自然学習会植物標本作品展
　科学館年間事業「自然学習会」では、身近な野草
について学んできました。その活動の発表として、
参加者が作成した植物標本を展示します。
展示期間　12月４日㈰～平成29年２月19日㈰
※時間　午前９時～午後４時30分

プラネタリウム特別投影「向井千秋のＳＯＳプラネ
ット」
　向井千秋さんが地球温暖化・海洋資源の乱獲・森
林伐採の３つの環境問題を分かりやすく紹介します。
期間　12月３日㈯～25日㈰の土・日曜日、祝日
時間　午後３時50分（季節の星空解説と合わせて約
40分）
プラネタリウム新番組「スペースネクスト」
期間　12月３日㈯～平成29年６月
25日㈰の土・日曜日、祝日
※春休み期間中は平日も投影
時間　午前11時30分、午後２時30
分、３時50分（季節の星空解説と
合わせて約45分）
※12月中の午後３時50分は「ＳＯ
　Ｓプラネット」を投影します
共通事項
観覧料　高校生以上：540 円、小・中学生： 210 円
※高校生以上は別途入館料（ 320 円）がかかります

お話と紙芝居の会

　読み聞かせボランティア「にじの会」が、参加されるかた
の年齢に応じて、選んだ絵本などを読み聞かせます。
とき　毎週土曜日　午後２時～２時30分（休館日を除く）

　秋元家家臣山
やま

田
だ

喜
き

太
だ

夫
ゆう

の妻・音
おと

羽
わ

子
こ

の「お国
くに

替
がえ

絵
巻」は、山形から館林への国替を描いた道中記とし
て知られています。また、この絵巻には、家財の整
理や旅仕度に追われながらも世話になった人への感
謝に心を尽くす様子が描かれていて、武士の妻とし
て常々の心がけやたしなみが重要であることも記さ
れています。
　藩士の妻が女性の目線
で描いたこの資料からは、
男性とは違う立場から家
を支えた当時の武家の女
性の姿を見ることができ
ます。
展示期間　12月11日㈰まで

　障がい者アスリートの背中を押し、心
も体も支える存在、医師や理学療法士な
ど10人のプロフェッショナルの言葉と、
選手たちとのきずなの物語です。（一般書）

宮崎恵理／著　協同医書出版社
希望をくれた人

　ゆうくんは、雷が来ることを言い当て
たり、思いがけないことを言ったりしま
す。「トンチンさんが教えてくれる」とい
うけど、トンチンさんって誰？（児童書）

さえぐさひろこ／作　ほりかわりまこ／絵　
童心社

ピアノフェスティバル第２部
「親子で楽しむファミリーコンサート」

とき　12月11日㈰　午後３時30分～４時
30分（午後３時開場）
ところ　文化会館大ホール
内容　ピアノとエレクトーンのコンサート
入場料　無料
申込み　同館及び三の丸芸術ホールで整
理券を配布しています
問合せ　文化振興課芸術文化係（同館内
℡74 - 4111）

　みんなが知っている童話や、人気のアニメソングを中心とした
ピアノとエレクトーンのコンサートです。ぽんちゃんといっしょ
に、親子で歌って踊って楽しいひとときをお過ごしください。

武家を支えた女性
－山田音羽子画「お国替絵巻」－

先
人
た
ち
の

　
　
　
を
た
ど
っ
て

　昭和26年（1951）に建てられた、童話作家松
まつ

美
み

佐
さ

雄
お

（本名：戸
と

塚
つか

峻
しゅん

）の碑（高さ約 1 . 8 ｍ）。
松氏は碑に刻まれた「お話は太陽である」とい
う言葉を信条とし、全国の小学校で童話の口演
を行うなど童話の普及に努めました。旧倉

くら　ぶち

渕村
出身ですが、学生時代に永

えい　めい　じ

明寺の鎌田住職と親
しくなり、晩年戸塚家の墓の建立を依頼しました。

童話碑
赤生田本町（永明寺境内）

市史編さんセンター
（℡76 - 7651）

思
い 碑８

～いしぶみ～

トンチンさんはそばにいる

山田音羽子画「お国替絵巻」
出立前に道具類を整理してい
る様子

とき 会場 催し物

12
月 18日㈰ ホ TB Wind Consort ポッ

プスコンサート

１
月

14日㈯・
15日㈰ 展 群馬県教職員組合作品展

©SpaceNext-After
glowStudios,Inc.
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つゆくさ会

　12月22日㈭の午後３時から市役所503
会議室で行います。傍聴を希望するかた
は当日会場へお越しください。（団体の場
合は事前申し込みが必要）
定員　15人（先着順）
問合せ　教育総務課総括係（内線 218）

○表紙の写真
　11月５日に行わ
れた東幼稚園の十

とう

日
かん

夜
や

のわらでっぽ
うと餅つき大会。
園児たちは、伝統
行事を通じて、地
域の高齢者などと
交流を深めました。

献立　№76

　大豆には肉と同じくらいの量のたんぱく質が含まれているため、畑の肉とい
われています。たんぱく質は筋肉や内臓など、体の組織を作る成分で、生命維
持に重要な栄養素です。大豆が苦手なかたがいるかもしれませんが、ミートソ
ースに入れることで食べやすくなりますよ。ぜひお試しください。

大豆とペンネのミー
トソース煮
一人前当たり287kcal

　

私
た
ち「
つ
ゆ
く
さ
会
」

は
、
郷
谷
公
民
館
で
着
付

け
を
学
ん
で
い
る
グ
ル
ー

プ
で
す
。

　

着
付
け
の
他
に
も
着
物

を
着
た
と
き
の
所
作
や
お

茶
の
作
法
な
ど
、
学
べ
る

こ
と
は
さ
ま
ざ
ま
。
ま
た

年
に
数
回
は
着
物
で
旅
行

に
出
か
け
ま
す
。
自
分
で

着
物
を
着
ら
れ
る
と
、
心

が
踊
り
ま
す
し
、
今
で
は

着
物
で
出
か
け
る
こ
と
が

楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

私
た
ち
と
着
付
け
を
学

び
ま
せ
ん
か
。
き
れ
い
な

立
ち
居
振
る
舞
い
が
身
に

つ
き
、
り
ん
と
し
た
美
し

さ
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
よ
。

323

問
合
せ　

飯い
い

塚づ
か

慶け
い

子こ

さ
ん
（
℡
73

─

２
８
７
６
）

材　料（４人分）
▪豚ひき肉
▪水煮大豆
▪ニンジン（みじん切り）
▪タマネギ（みじん切り）
▪エリンギ（粗みじん切り）
▪マカロニ（ペンネ）
▪おろしニンニク
▪油

1 5 0ｇ
1 5 0ｇ
中 1/2本
中１個
5 0ｇ
6 0ｇ
少々
適量

作り方
①マカロニを固めにゆでておく
②鍋に油を熱し、ニンニクを入れ香りが出たら
　豚ひき肉をいためる
③豚ひき肉に火が通ったら、ニンジン、タマネ
　ギを加え、しんなりしたらエリンギを入れて
　いためる
④調味料を入れて煮込む
⑤大豆を入れて少し煮込み、マカロニを加え混
　ぜ合わせたら完成！

　【調味料】コンソメ：小 1/2、砂糖：大 1/2、ウ
スターソース：小１、トマトケチャップ：120ｇ、
トマトピューレ：70ｇ、しょうゆ：小１、コショ
ウ：少々
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